
 

 

 

 

 

 

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の感想 

・何かしたいと思っていたので、大変参考になりました。地域の人と 

知り合いになるチャンスができたと思います。 

・どのようなことをするのか不安でしたが、トライしてみて良かったです。 

・牧野先生はもちろん、参加者の方々の意見を直に聞くことができて、考えが深まりました。とても有意義な時間でした。 

・補助や助成、気づきづらかった点について、具体的に知ることが出来ました！！やりたかったことが現実的になり、とて

も実りある時間でした。 

 

講座実施の成果 

・イメージされた活動がさらにブラッシュアップされ、地域で実践できそうな事業が検討できた。 

・受講者同士の繋がりから、新たな事業の方向性が見えた。 

・地域に存在する課題を深掘りしたことで、自分や地域でできる事や活動の実践への意欲につながった。 

日  時：第１回 ６月１６日（木） １０時～１２時 

第２回 ６月３０日（木） １０時～１２時 

第３回 ７月１４日（木） １０時～１２時 

第４回 ７月２８日（木） １０時～１２時 
 

場  所：とみさと市民活動サポートセンター 市民活動ブース１・２ 
 

受講者：７名 
 

講  師：牧野 昌子 氏 

 （認定特定非営利活動法人 ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 代表理事）  

 
 

 

 

受講者が地域課題を掘り起こし、解決策を考えることを通して、地域活動への理解を深め、活動が実践できるよう、

活動者の輩出・育成を目的とし、実施しました。 

 

 

 

本講座では市民活動・ボランティア活動の基礎知識を学び、多くの先進事例が紹介されました。 

また、地域課題の捉え方を学んだ上で、自分の地域に潜在する課題を考え、深掘りしていきました。 

受講者のそれぞれの地域にある課題に対して、個人ワークで解決方法を考え、その中で自分が携われること、できる

ことを検討していきました。 

様々な視点から、一番実現に近いものを受講者自らがイメージし、事業化するまでの企画書を作成しました。 

企画書を起こすことで、具体的な方向性が見え、やる気の醸成にも繋がりました。 

自ら企画した活動への道筋が見えた受講者も多く、新しい地域活動が生まれるキッカケになりました。 

講師の牧野氏からは、「どんなに大きいことでも、理想でもいいから、とにかくイメージを企画書にどんどん書いてみるこ

とが大事。書いてみると、活動が近づいてくる。活動のカタチが見えてくる。」と言葉をいただき、受講生は自分の考え

た地域活動の実現に向け、熱意を持ってそれぞれの地域に戻っていかれました。 

講座の様子 

（抜粋） 

参加者のみなさん 

事業報告 


